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共同利用・共同研究

共同利用研究の実施状況について

種　　別 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
（8/30現在）

課題研究 1 1 2 2 1 0

協力研究 96 84 91 90 119 117

分子研研究会 11 13 9 4 5 6

若手研究会等 － － － 1 1 1

施設利用（機器センター） 43 41 50 63 52 51

施設利用（装置開発室） 10 6 8 9 8 5

電子計算機利用（施設利用Ⅱ） 132 142 144 147 171 153

UVSOR研究会 1 3 2 2 2 1

UVSOR施設利用 126 113 146 156 147 137

計 420 403 452 474 506 471

平成17、18、19年度の施設利用（機器センター）については、分子スケールナノサイエンスセンター及び分子制御レーザー開発研究センター分施
設利用の合計です。

共同研究専門委員会よりお知らせ

共同利用・共同研究に関わる各種お知らせ

分子科学研究所が公募している課題研究、協力研究、分子研研究会、および若手研究会については、共同研究専門委員会にお

いて申請課題の審査を行っています。それぞれの公募の詳細については分子研ホームページ（http://www.ims.ac.jp/use/）を参

照いただきたいと思います。今回のお知らせでは、協力研究について一部変更された点をお伝え致します。

協力研究の申請にあたっては、申請代表者と同一研究室から同伴者がある場合には、3名まで同伴者を申請可能であり、同伴

者にも旅費等が支給されておりました。今回の変更においては、協力研究の進展状況の変化に合わせ、同伴者の追加・変更が必

要になった場合に対応し、協力研究採択後の同伴者（学生に限る）の追加・変更を認めることとなりました。また、当初に配分

された予算内において、追加・変更した同伴者に旅費等を支給することも可能です。

共同研究の現状について、平成17年度から今年度（11月30日現在）までの申請数の推移をまとめたものを下記に示しました。

協力研究については、多少の増減はありますが、毎年90から100件程度の申請数で推移しています。今年度も最終的には、昨

年度並の申請数となるものと予想しています。協力研究は、大学共同利用機関である分子研が果たすべき役割の重要な一部を担っ

ているものです。是非、積極的に応募頂きますようお願い致します。

分子研研究会の申請数は、ここ数年減少傾向が続いています。これは、以前に比べて、各大学、学協会において開催される各

種研究会やシンポジウム等が増加していることも一因になっていると思われます。現在、分子研研究会は、分子研研究会（一般

分）・アジア連携分子研研究会・学協会連携分子研研究会の3区分に分けて公募しています。分子研研究会の申請は、原則は前期・

後期の年2回ですが、予算が許す限り、随時の申請にも対応いたしますので、所内対応教員にご相談下さい。こちらも是非、多

数の皆様からの申請をお願い致します。

なお、共同研究専門委員会では時代の変化に応じて、新たな共同研究の枠組みについて継続して検討しておりますので、ご要

望などございましたら、所員までお伝えいただけると幸いです。

http://www.ims.ac.jp/use/



